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チェンマイ近くの山上で滋賀大生たちと ミシガン州立大学にて学長と懇談

東北財経大学と滋賀大学の学術協定締結 東北財経大学于洋学長の本学における講義と表敬訪問
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　滋賀大学の友人たちから学長候補の推薦を受けた時に、経済
学の名門校からの要請は光栄なことだが、まったく内部の事情
がわからない。そこで関係者と会って、私ができることは何かを
考えて、候補者としてのマニフェストを作った。滋賀大学は2つの
カレッジで構成されているが、自然科学の学部はなく、所在地が
分裂して、総合大学とは言いがたい。歴代の学長は総合大学を
目指したのであろうが、今のように財政危機の時代にはこれは
難しい。そこで私としては、できれば第3学部を作りたいが、当面
は大学院大学を目指して、経済学部に博士課程を置く、琵琶湖
の滋賀県として、地域と連関した環境の保全を発信できる環境
総合研究センターをつくる。アジアの大学を中心に国際化を積
極的に進めるなどを目標とした。これらはすでに学内の議論も集
約されていた。実は私個人としては、研究途上の仕事を抱えてい
て、それを中断するに忍びない状況であった。そのことを推薦す
る方たちに述べたところ、「研究は続けてください。研究する学長
というキャッチフレーズで行きましょう」という約束であった。
　いよいよ信託を受けて、6月末に加藤学長と引継ぎの席で、
「申し訳ないこと
になった。小泉
首相の構造改革
で文科大臣が突
如法人化と統合
を急ぐ方針を国
立大学協会に提
出した」と告げら
れた。青天の霹
靂である。国立
大学史上最大の
改革に直面することになった。「研究する学長」どころか、滋賀大
学の存廃の危機を担う経営者に突如されてしまったのである。
それからの2年半に及ぶ嵐の中の状況は、簡単に言い尽くされ
るものではない。私は、大学の自治、学問の自由というAcademic 
Freedomを維持するという信念で、この嵐に立ち向かったつもり
だったが、政府の出す画一的な制度改革を覆すことにはならな
かった。20年前ならば、教員はもとより、学生も改革案の議論に
加わってくれるはずなのだが、全学集会を開いても反応が少な
かった。私は、法人化で、政府の大学への干渉がなくなるのはよ
いと思っていたが、実際の改革案はむしろ新しい統制が始まる
ものであった。特に予算措置の変更によって、政府からの交付金
が、補助金と同じように政府の一存で、1%づつ減額され、研究費
の配分が評価制度によって、差別的に配分されることとなった。
トップダウン方式で外部の管理者を入れた、理事会が経営を担

当することになった。これのメリットは、教員が研究に専念できる
はずであったが、実際の改革案では職務が増えることとなった。
法人化で、山のように協議事項や裁決すべき事項が増えたが、そ
れと並んで、滋賀大学にとって、困難な課題が統合問題であった。
　大学としては、かねてから理科系の学部を持って総合化した
いと考えていたので、滋賀医大との統合についての協議は短時
日に成立した。ところが文科省は京都教育大学と京都工芸繊維
大学との4大学の統合案を出した。このため、滋賀医大との統合
案は白紙に戻し、4大学案の協議が始まった。政府の考えは学術
と高等教育の発展という熟慮した統合案でなく、浅はかな「規模
の利益」論で予算を節約できると考えたのであろう。幸いにして、
この乱暴な統合案は実現しなかった。しかしこのために執行部
をはじめ教職員がどれほど多くの時間を使い、精神的苦痛に耐
えたかを思うと責任者として、まことに忸怩たるものがある。先日
久しぶりに鹿児島大学田中弘充元学長と会い、文科省に一緒に
改革についての異議を申し立てていたが実現せず、予想どおり
に地方大学が危機に陥っているのをみるのはつらいという話を

かわした。法人化そ
のものは大学の自
治と自由を発展さ
せる可能性がある
が、今の予算制度
や評価制度などの
欠陥が改善される
ことを願わずにはお
れない。
　改革に追われて
いたが、幸いに経済

学部にリスク研究科ができて、よい成果を出している。これは経
済学研究科特に酒井泰弘教授の指導によるものである。念願の
環境総合研究センターが発足した。これは教育学部の長年にわ
たる環境教育の成果によっている。センターは国際シンポを行
い、共同研究の成果が出版されている。湖沼・水系研究の権威で
ある中村正久教授が就任し、今後国際的国内的な研究が期待
できる。念願だったアジアの大学との国際交流は、東北財経大
学、韓国の啓明大学、大田大学、ハノイ教育大学、などが実現し
た。特に東北財経大学は、故于洋元学長の厚意で、両大学の学
術・教育の交流が続けられている。
　滋賀大学は創立60周年をむかえ、多くの課題があるが、これ
までの豊かな高い研究水準を維持し、少人数の質の高い高等教
育という特色を活かし発展されることを願っている。

第10代学長　宮本 憲一

　滋賀大学が創立60周年を迎えることを心からお喜び申

し上げる。この大学が幾多の試練を乗り越えて、成瀬学長の

リーダーシップの下に更に発展して欲しいと願っている。ふ

り返ってみると、私の在任中の1999年に滋賀大学創立50

周年の記念行事が盛大に行われたことを思い出す。新たに

制定された新調の学旗の下で、多くのご来賓の出席を得て

記念式典と祝賀会を行うことができた。折しも20世紀の世

紀末であり、大学にとって風雲急を告げる時代が始まって

いたが、これを吹き飛ばすような活気に溢れていた。

　私は、2001年の7月に2期6年間の学長職を終えることが

できたが、その後早くも8年が経過している。全く月日の過

ぎ去るのが早く感じられる。多忙な職から解放された喜び

で好きなことをしているうちに八十路を超えてしまった。し

かし何とか元気に過ごしている。

　私の6年間の学長時代を回顧すると、前半は新学部を創

設するために努力した時であり、後半は追って来る国立大

学法人化の対処に追われた多忙の時であったと、ごく単純

化すれば言えるであろう。

　滋賀大学に第三の理工系学部を新設する構想は、大学

の多年の悲願であり、私の使命でもあった。多くの学外の専

門家の人たちのご協力も得て、詳細な計画は社会工学部と

いう形にまとめあげ、シンポジウムを開いたりして学内の空

気を盛り上げた。対外的には文部省はもとより、当時大蔵大

臣をしておられた武村氏にも説明とご支援を頼みに行っ

た。このような学内外の反応に私はかなり良い感触を抱き、

大きい希望を持っていたのである。しかし全く突如として国

の政策に大変革が起り、国立大学全体に強い逆風が吹き

始めた。それは財政上・組織上から大学の基幹を揺がすほ

どのものであり、新学部どころではなくなってしまった。

　国立大学協会が反対し、始めは文部省も抵抗していた法

人化の案は、徐々にその具体的な姿を現わしてきた。これら

が国立大学を今より活性化するものなのかと疑問に思って

いるうちに、次 と々新しい政令が出始め、大学はその対応に

追いまくられる事態になってきた。例えば外部の有識者の

意見を聴くために運営諮問会議を組織する必要があった。

このメンバーの選考は苦心したが、依頼した人たちは多忙

な方ばかりであるにも拘らず、心よく引受けて下さったこと

に感動した。また外部評価とか教育改革とか自己点検とか

法人化以前にスタートせねばならないことは多かった。さら

に大学再編という波が始まり、私は滋賀医大との合併を進

めていた。これは双方の合意に近い所まで進んだが、のち

に教育系大学の再編という難題によって挫折しているのが

惜しまれる。

　このような風雲急な折に私の任期は満了し、宮本学長に

引きついだ。その後は宮本・成瀬のお二人の学長の下で、

国立大学法人としての道を着実に進めてこられたことを、外

部からひそかに応援していた次第である。

　楽しいこともあった。大学間交流協定を結んでいる外国

の3大学を歴訪したことは、深く心に残っている。オーストラ

リアのディーキン大学、タイのチェンマイ大学（写真①）、そ

れにアメリカのミシガン州立大学（写真②）である。本当に

快く我々を迎えて下さったこれらの大学の人たちと、同行し

て何かと世話をして下さった方々に深く感謝している。

　6年間私を支えて下さった両学部の先生方と事務局長始め

事務局の方々には、この紙面を借りて厚く御礼申し上げる。

第9代学長　加藤 幹太
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当することになった。これのメリットは、教員が研究に専念できる
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